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１ 開会・閉会等について 
日  時 平成27年6月18日（木） 午後3時00分 

場  所 教育委員会室 

開  会 午後3時00分 

閉  会 午後3時43分 

 
出席委員 
  委   員   長    横  井  利  男 
  委       員    雁  部  隆  治 
 委       員    阿  部  博  道 
 委       員    坂  根  慶  子 
 教   育   長    横  山  信  雄 

 
  
 説明のために出席した職員 
   教 育 委 員 会 事 務 局 次 長   後  藤  隆  宏 
 
                 
 
       
   学  務  課  長   須  藤  浩  司 

指  導  室  長   月  田  行  俊 
   生 涯 学 習 課 長   岡  本  香  織 
   スポーツ 振興課長      佐 久 間  英  樹 
   ひ き ふ ね 図 書 館 長      石  原  恵  美 
 

 
２ 議題について 
 ⑴ 報告事項 

  第１ 教育課題の進捗状況について 

 

３ 会議の概要について 
○ 横井委員長 ただ今から教育委員会を開催します。本日の会議録署名人は雁部委員にお願いいたし

ます。 
 

高  橋  宏  幸 教育委員会事務局参事 
（すみだ教育研究所長事務取扱） 

教育委員会事務局参事 
（庶務課長事務取扱） 岩  佐  一  郎 



報告事項第１ 

「教育課題の進捗状況について」、各課長が次のとおり説明する。 

○ 庶務課長 資料 1 をご覧ください。前回、教育委員会で教育課題について確定させていただきまし
てので、それぞれの教育課題についてまとめて現状の報告をいたします。まず、「学校校舎等の改築・

改修事業」について説明します。吾嬬第二中学校の改築工事については、大きなトラブルもなく順

調に工事は進んでおります。次に、吾嬬立花中学校について、今年度は、基本設計を行う予定で進

めているところでして、改築に向けプロポーザルの方針を決定し、ホームページでプロポーザルの

募集の案内をし、公募しているところです。これは、業者からの設計の提案を募り、優秀なものを

採用し基本設計に繋げていくというものです。次に、非構造部材の耐震化についてですが、これは

天井の崩落防止とガラスの飛散防止が中心になります。これらについて、契約の準備を進めており

ます。次の課題、学校ＩＣＴ化の推進について説明します。今年度は、中学校全校に電子黒板の常

設化を図ります。また、教員１人１台の業務に使うＰＣのシステム更新についても進めているとこ

ろです。また、コンピューター教室のパソコンをリース更新に合わせて、タブレット型に替えると

いう作業ですが、現在、小学校７校分行ったところです。校務用ＰＣのシステム更新については、

仕様を確定し契約の手続きに入りました。夏休み中のＰＣの入れ替えに向けて準備をするというこ

とで、順調に進んでおります。 

○ 横井委員長 庶務課の進捗状況について何か質問はございませんか。 

○ 坂根委員 今年度、全中学校をＩＣＴ化し、小学校は来年度というお話でしたが、それは延期する

ということですか。 
○ 庶務課長 平成２７度の予算で最終的に確定しましたのは、全中学校に電子黒板の常設化を行い、

小学校については、３校常設化するということです。そして、来年度の予算ですべての小学校につ

いて、電子黒板を常設化するということで積極的に働きかけを行っていきます。 
○ 坂根委員 昨年度、研究授業や公開授業などが盛んに行われ、先生方も張り切っていらっしゃるの

で、ぜひ常設化をお願いします。 

○ 庶務課長 はい、モチベーションが下がらないように、盛り上げていけるように私どももいろいろ

と工夫しております。例えば、ｉパッドの使い方等、機器の操作の仕方を映像で撮り、それをイン

ターネット上で公開し限定したメンバーだけで見れるようにマニュアルを作り、準備を進めている

ところです。 

○ 坂根委員 小学校の低学年については、電子黒板を使う頻度がかなり多いので、全校一斉にＩＣＴ

化したほうがいいと思います。例えば、全小学校の１・２・３学年全教室に設置する等ということ

はできないのですか。 

○ 庶務課長 全学年、全教室に設置するという方針で動いております。来年度の予算で、学年を限ら

ず平等に、なるべく不公平が生じないように、すべての教室に電子黒板の設置を行っていきたいと

思っております。 

○ 雁部委員 校務用ＰＣの更新についてですが、基本ソフトは何ですか。 

○ 庶務課長 学校の公務を進めていく上での、独自のシステムです。区役所では、出退勤等を管理す

るために専用のパソコンを使っておりますが、それと同じように校務するための支援システムを動

かすための公務用ＰＣということです。 

○ 雁部委員 システムの更新ということなのですね。 



○ 庶務課長 はい。ただ、システムといっても機械自体はリースですので、今までの問題点を洗い出

し、機械とシステムの改善を行います。その際に、セキュリティーについても非常に重要ですので、

セキュリティーレベルを落とさないことを条件に、システムの利便性を高めていきます。 

○ 指導室長 「いじめ・不登校防止対策事業」について説明します。４月は、各学校における学校い

じめ防止対策基本方針を策定し、ホームページに掲載するという計画を立てております。また、第

１回不登校対策担当者連絡会を実施、そして、いじめに関する授業を実施します。それから毎月行

ういじめ・不登校調査の提出を求めるというのが４月の計画でございます。５月については、第１

回いじめ対策担当者連絡会の実施。それから、先ほどのいじめ・不登校の調査の提出、そして生活

指導主任研修会において不登校をテーマとした講演会を実施するという計画でした。実績について

ですが、不登校対策担当者連絡会を実施し墨田区の状況等を報告しました。いじめに関する授業に

関しては、都で作成したＤＶＤを活用しながら実際に取り組んでいただいております。例えば、中

学校については、「部活動での出来事」等、具体的な内容がわかるＤＶＤを見せて、どの辺がいじめ

になっているか、ということを子供たちに考えさせるような取組をさせていただいております。次

に、いじめ対策担当者連絡会については、同じように実態をこちらで報告し状況の確認等をさせて

いただいております。また、生活指導主任研修会においては、毎年実施されております問題行動調

査等の数字を引用しながら学識豊かな先生に講演をお願いしました。また、各学校における学校い

じめ防止基本方針につきましては、すべて策定しており、現在ホームページに掲載する準備を行っ

ております。今年度に入ってからの、いじめ・不登校の件数ですが、不登校については、小学校の

速報値で５件程度です。中学校では２０件を超える程度の不登校の数です。ほとんどが昨年度から

引き続き不登校で、今年度になってから不登校になっているということはありません。いじめに関

しては、いじめかどうかということを含めて、トラブルが生じていて、これはいじめではないのか

という問い合せが何件かありました。 

○ 横井委員長 何かご質問はございませんか。 

○ 雁部委員 いじめに関してですが、いじめではないのかという報告があったということを学校には

連絡しているのですか。 
○ 指導室 こちらに保護者からそういったお話しがあれば、要望を確認の上、学校に情報提供し確認

をしています。 
○ 雁部委員 できるだけ情報は共有した方がいいと思います。確定的なことでなくても、こういった

話が来ている等校長先生にお知らせしないと、そのまま見過ごしてしまう場合がありますので。 
○ 指導室長 いろいろな背景があるので、学校に確認を行う等しております。 

○ 坂根委員 この不登校には、保健室登校は入っていますか。 

○ 指導室長 基本的に学校に登校していれば、出席というカウントになります。保健室登校であって

も、何らかの形で教材を提供するというような形で対応しております。 

○ 阿部委員 不登校対策担当者連絡会の構成員は各学校の先生ですか。 
○ 指導室長 いじめについても不登校についても各学校に担当者を１名配置しています。情報交換す

る時は、中学校区のブロックの中で情報交換をしており、それによって幼稚園、小学校、中学校そ

れぞれの年齢の時にどうだったのかということを含めて、一貫した対応ができるような形をとって

おります。 
○ 阿部委員 不登校の連絡会で、何が一番問題で、どんなところに課題があると話がでているのです



か。 
○ 指導室長 要因は多岐に渡ると思います。１つとしては、小学校時代は不登校ではなく登校渋りだ

った子が、中学校に入りノーマークのまま対応していたら連休明けから欠席が増えてきてしまった、

ということが全都的にもあったので、登校渋りを見逃さないことを考えましょうということが数年

前から言われていました。また、これ以外のことで家庭での背景等があって、不登校になってしま

うこともあります。ケースバイケースになるので個別のケースでも対応できるように、中学校区で

まとまった情報交換を行うということです。 

○ 阿部委員 登校渋りというのは、いきなり不登校が始まるのではなくて、少しずつ登校できなくな

るということですか。 

○ 指導室長 例えば、小さい子はお腹が痛いといって欠席する場合があります。それは、本当にお腹

が痛いのか、それともいじめ等があって学校に行こうと思うと急に痛くなってしまうのか、小さい

子には認識できていませんが、ある程度の年齢になると本人も認識できるようになります。本人自

身が何だかわからなくて学校に行かなくなるというようなことを、登校を渋るといういい方で話を

しております。 

○ 横井委員長 他に何かございますか。 

○ 指導室長 ６月１日から２４時間窓口を開かせていただきました。窓口は夕方４時半過ぎから翌日

の９時までが転送されます。教員が朝の８時半に電話してしまうと、窓口に転送されてしまうので、

そういう件数は省いております。実際に相談があった件数は１件です。明け方の４時１１分頃に相

談がありました。性別は不明です。いじめの相談をしたいんですけどといって切られたということ

です。 

○ 横井委員長 いたずらの可能性もあるということですね。 

○ 指導室長 はい。 

○ すみだ教育研究所長 教育研究所からは２点です。まず、「学力向上３ヵ年計画（新学習状況調査、

教員研修等）」について説明します。４月２１日に全国学力・学習状況調査を実施しました。２８日

には、区学習状況調査を実施し支障なく順調に行われたと報告を受けております。各学校が作成し

た授業改善プランに対するヒアリングを指導室と全３５校に対し実施しました。朝学習等いろいろ

なところに工夫がみられるというような印象を受けました。次に、すみだチャレンジ教室の春コー

スが二葉小学校で５月１８日（土）から始まりまして、７月１８日（土）まで継続していきます。

昨日、小中学校のチャレンジ教室夏休みコースについて、新たに応募する学校があるかどうか通知

を出しているところです。続きまして、幼保小中一貫教育についてですが、巡回指導員が毎日学校

を回りアドバイス等を行いながら進めているところです。実績としては、幼保小中一貫教育推進計

画（概要版）を４歳児の保護者を対象に配布し、小学校すたーとブックについては、保育園５歳児

の保護者に配布いたしました。また、幼保小中連絡協議会について、５月２０日を基準日として、

中学校を中心に１０のブロックそれぞれ課題を決め、順調にスタートを切ったところです。具体的

な取り組み等については、年明けにフォーラムの開催を予定させていただきますのでそちらの方を

ご覧ください。 

○ 横井委員長 以上で、予定の報告事項はすべて終了しましたが、他に、事務局または委員さんから

何かございますか。 

○ 坂根委員 先週、「理科の王国」が曳舟小学校で行われました。たまたま他の学校の公開授業に行き



まして、そのパンフレットをいただいたのですが、皆さんにもっと知らせていただきたいと思いま

す。来ていた議員の方とお話しをしたのですが、もっとＰＲしてほしいとおっしゃっていました。

また、私の友人に放射能医学研究所の研究員の方がおり、夏休みに子供を集めて研究授業を行う予

定をしています。その方に「理科の王国」の話をしたところ、ぜひ参観したいということでしたの

で参観できるように曳舟小学校に連絡しました。参観して大変役に立ったとおっしゃっていました。 

○ 雁部委員 学校校舎の改築・改修が行われていますが、プールについてはどうですか。年数が経つ

とタイルが剥がれたり等劣化してきます。各学校で補修という形で剥がれたところを直したりして

いますが、計画的にプールの改修について考慮されていますか。 
○ 庶務課長 プールについては、基本的に大きな工事はしないで小さな改修でもたせているのが実態

です。プールの大規模改修は例がなく、我々も研究しているところです。その辺について、基本的

に公共施設については、最低６０年は寿命をもたせるという公共施設マネージメントの中で、計画

的な改修を行っていくという考え方が打ち出されています。プールに限らず学校校舎、他の公共施

設も含めて、その考え方の中で長い目で検討していくことになると思います。指摘していただいた

プールについても１つの課題として検討させていただきたいと思います。 
○ 雁部委員 給食費未納の保護者に関する問題ですが、先生または校長先生が立て替えていると聞い

たことがあります。教育委員会でも何か対応はできないのでしょうか。 

○ 学務課長 学校から相談を受ければ、督促を含めて一緒に行っております。学校と連携して対応を

図るというスタンスにかわりはありません。今のところ、学校からそういった相談は来ておりませ

んが、もしあれば学校側と調整させていただきます。 

○ 阿部委員 未納が発生した場合は、どう対処しているのですか。 

○ 学務課長 私費会計ですので。あくまでもお願いするという形です。 

○ 坂根委員 保護者に払ってくれるようにお願いするのですか。 

○ 阿部委員 お願いしても払っていただけない間の埋め合わせは、どうしているのですか。 

○ 学務課長 実際は、全体で集めた給食費の中で吸収しているということです。あとは、教育委員会

で、食育の交付金を年間３食分各学校に渡しているので、そういうものを含めて対応しております。 
○ 坂根委員 食育の交付金をそれに充てているということですか。 
○ 学務課長 結果的にそうなっている場合もあります。その他に、栄養士さんの献立の工夫の中で対

応したりしております。 

○ 坂根委員 結果として皆の分を減らすことになるのですか。 

○ 横井委員長 他の市町村の話ですが、義務教育は無償なのだから給食費は払わないという確信犯も

いるわけです。それは必要に応じて法的に対処できます。生活保護の場合は給食費は天引きになる

のですか。 

○ 学務課長 できません。就学援助を受けている方はできます。 
○ 横井委員長 何人かの給食費未納者がいると給食の質を落とす等、全体としてはその学校の子供た

ちが損害を被っているということになります。それはあってはいけないことだと思います。学校の

先生も苦労していると思います。 

○ 坂根委員 給食費は振り込みですか。 

○ 学務課長 はい、振り込みです 

○ 坂根委員 例えば、給食をチケット制にしている学校はないのですか。 



○ 横井委員長 それに近いことをして、食べない子がいていいのかと、時々ニュースになって叩かれ

ていますね。 

○ 坂根委員 そういう時こそ、保護者と話し合いができる機会なのではないですか。学務課長のお話

では、お願いするだけで話し合いはなされていないようですが。 

○ 学務課長 学校からは、相談という形では上がってきておりません。 
○ 指導室長 ある学校の事例でいえば、基本的に給食費は給食費で集めているのではなくて、学納金

というお金の中で問題集や給食のお金を年間で計算し、分割して月ごとに徴収しています。例えば、

予算は定価で立てますが、問題集等は定価より安く購入できることがあるので、そういう時に給食

費に一時転用するなど維持をしていって年度末を迎えていく、最終的に集めたお金の全額を使い切

るわけではないので、年度末または年度明けにご家庭にお返しし、その時に督促をしています。定

期的にお支払をしていただけない場合は、毎回督促をかけています。それは、担任を通して子供に

督促状を渡し、それが保護者の手元に届くので、当然、督促状をもらう子は、まわりの子供から認

識されてしまう状況があります。ですから、子供たちのなかでも「払ってないんだったら食べなく

てもいいんじゃない」というような冷やかに言う子もおりますが、そうはいっても食べさせないと

いうようなことは、学校ではありえませんので、繰り返し保護者に対し督促を行っていくという苦

労を学校がしていると思います。 
○ 横井委員長 学校の先生方が頑張っているということですね。 
○ 坂根委員 一般的に学納金という言い方なのですか。 
○ 指導室長 学校に納めるお金ということで、私はそう呼んでいました。 
○ 横井委員長 他に何かございませんか。 
○ 阿部委員 ＰＴＡ関係の方とお話しする中で、2つ要望を受けたものがありますのでお伝えします。
まず、ロッカー、机等学校の粗大ごみのことです。回収が年１回だそうで、それまでの間、校庭の

隅などに雨ざらしで積まれている等、万が一子供が立ち入って怪我でもするといけないので、でき

れば速やかに回収してもらいたいということです。もう１つは、エアコンのフィルターの清掃の件

です。保護者としてエアコンのカビなどの衛生面が気になるので、できれば春休みのエアコン稼働

前に専門業者が清掃するなど配慮してもらいたいということでした。この２点についても、併せて

検討していただきたいと思います。 
○ 坂根委員 別件で、先ほどもふれましたが、学校関係者からの要望です。ＩＣＴ化についてです。

非常に一生懸命公開授業をしてやる気になっているのに、電子黒板が入らないとがっかりするとい

うので、ぜひ、よろしくお願いします。 
○ 横井委員長 粗大ごみとエアコンのフィルターの話で何かございませんか。 
○ 学務課長 年度末に１回回収しておりますが、教員がその時期異動するということで、ごみの出る

量が３月が一番多いという現状がありまして、それに合わせて回収しているということです。もし

増やすとすれば、夏休みの間どうするかということになりますが、全体量の調査も含めて、何がで

きるか確認させていただきます。 
○ 横井委員長 原則は、年１回でいいとしても、大量にごみが出るようなことがあれば特別な措置を

していただければいいのではないですか。 
○ 学務課長 全校分平等にやらなくてはいけないので、特定の学校だけできるのか確認します。 
○ 庶務課長 エアコンのリースは庶務課が行っていますが、フィルター清掃となると学校事務が行っ



ていると思います。 
○ 阿部委員 保護者が言っているのは、掃除機でフィルター清掃をするというのではなく、業者に室

内機の内部をクリーニングしてもらうというイメージだと思います。 
○ 学務課長 家庭用エアコンのクリーニングはありますが、業務用のクリーニングについては確認さ

せてください。空気環境の測定は必ずやっていまして、塵など基準値以下になるようになっていま

す。 
 
 

以上で、教育委員会を終了いたします。 

 


